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ア  ン ケ ー  ト 集 言十 糸吉 果
=ア

ンケー ト回収率 =27/27)
第 7回 全 国国立大学病院集 中治療部協議会 (1992-3-6)に て報告

■ .集 中治療部 ベ ッ ド数・看護婦数 。年間収容患者数 とその内訳

集中治療部 ベ ッ ド数              看護婦数

4床 56781012
7施 設  6  8  1  2  2  1

年 間収 容 患 者 数

-199イζ  -299  -399  -499  500-
4施 設 8644

-444=房こ  45-49   50-54   55-

7名    9  10   1

-15名  16-20 21-25 26-30 31-
7施 設  12   2   3   3

なし -3回 /月  4-6回  8回
2   5   18  1

☆実務責任者 で麻酔業務 も行 って いる もの 一一―一 -13名
②過去 の実務現場責任者 の行 き先 につ いて

a.序示百午本斗オ攻主受 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-1 0名

(麻 酔科 と一体 とな った集 中治療部 か ら麻酔科教授 へ  7名 )

b.麻 酔科以外 の教授 ―一―一――一一―――――一――一―- 1名 (総 合診療部 )

c.麻 酔科助教授 また は講 師 として集 中治療部か ら離 れ る 一―- 5名
(麻 酔科 と一体 とな った集 中治療部か ら麻酔科教官 へ  4名 )

d.市 中病院麻酔科医長 ―一―――一―一――一一――一――一一――- 5名
e.他 大学集 中治療部助教授 一――一一――――一一一一―一―- 1名
f。 手 術 部 ツJ教 授  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-   1 名

外科系患者 の内の心臓外科患者 の割合

な し  -24% 25-49%  50-90%
1施 設   5   9   11

「 救急」患者 の割合     外科系患者 内科系患者

な し -19% 20-50% |-50% 50-74% 75%―  | -9% lo-24% 25-50%
5施 設 14  8  1 3   9   14 1 11  11   4

☆病院全体 の 1%を 越 え るベ ッ ド数を持 つの は 1施 設 のみ

☆看護婦数 26名 以上 の施設 はす べて救急部 と合同運営

2.集 中治療部勤務 医 について。専従医 と他科か らの出向医 につ いてお答 え くだ さい。

専従 医数 ,     出向医数       合計

-34Z

ll施 設

4-6

9

7-

7

-3   4-6

16  9
7-

7

-4

6

5-9

8

10-14   15-

9     4

3.集 中治療部創設以来の歴代の実務現場責任者 について

①現在の実務現場責任者 について

卒業年度         実務現場責任者の平均当直回数
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4.集 中治療 部 スタ ッフを集 め る、育成す る段階 での問題点 と解決策

【問題点 】

① 人員 が少 ない (11施 設 か らの意見 )

☆麻酔科の業務 が忙 しくて ICUま で手 が まわ らない

☆過労働 にな るので集 ま らない。長続 き しない

☆人員 が少 な く診療上 のイニ シアチプが とれ ないので仕事 に魅力がな い

☆ ポ ス トが少 ないので集 め られない

② 育成 に 2～ 3年 は必要 であ るのに、 ロー テー ションす る ものはあ るが定着 しな い

☆人事が麻酔科 と交錯 して長期間 ICUで 勤務 で きない

、    ☆ 人事権が ない    '
☆ パ イオニア精神 のあ る ものが少 ない

③ 患者数 が少 な く、変動 もあるので研 修の実 があが らない

☆ 研究室が ない

④ 専門医 として の地位 が未 だ確立 して いない

☆主 治医 との関係がたいへん

⑤ 関連病 院な どに集中治療専門医 と しての受 け皿 (出 張先 、就職先 )が ない

☆収入 を得 るのに他病院で の麻酔業務 (バ イ ト)に 頼 ってい る

⑥ その他 ☆す べての点 で中途半端

☆特定 の講座 に頼 らぎるを得ない。

【解決策 な ど】

☆麻酔 。手 術部・救急部 な どと合同 して い るので人員 に問題 はない

☆定員 を応ヽやす しかない

☆ ベ ッ ド・ 看護婦数をも、やす

☆麻酔科 との ローテー ションを もっとうま くやる

5.集 中治療 部 と麻酔科 の関係 につ いて

a.集 中治療部 は麻酔科 の一部で スタ ッフは共通 ―一一一――――一一一一―一-12施 設
☆ スタ ッフは集 中治療 をや る麻酔科 医で あ る

☆将 来 は分 離す べ きであ る

☆麻酔科 と一体 になって い るので人員面 で は効率的で あ る

b.互 いに独立 してい るが、麻酔科 とはスタ ッフの交流 または支援 があ る ――-11
c.全 く ら虫]と しlfい る ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-  2

☆集 中治療 は麻酔 の片手間 にで きる もので はない

d。 そ の (也  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-  2
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6.集 中治療部 と救急部 の関係 につ いて。 また、将来 は どん な形 にすべ きで しょうか。

【現在】

a.合 同 また は共 同運 営 している ―一一-19施 設

b.分 離 。独立 してい る ―一一一―一一- 4
c.1文 f叡 剖ζがブ徴い 一――――――――――――――――――-   2

【将来】

a.合 同 した方 が効率 的で あ る 一―一一- 9施 設

☆ 国立大学 では共 同に した方が効率的で あ る

☆ 医師 。看 護婦 ともに少 ない地方大学で は別 々 とす るの は現実 的でない

、b.分 離すべ きである 一―一一――L___ 4施 設

☆救急 は患者 の振 り分 け、集中治療部 は治療部門で本質的に違 うものであ る

☆救急 は外科 的処置 、集中治療 はorgan support

☆大学病院 に救急 はな じまない

7.集 中治療 医学 は救急 医学 とは別 のひ とつの学 問体系 として成立す る もので しょうか

a。 独 自の学 問体系 と して成立 しうる もので ある 一一――一――一-9施 設

b.成 立 す ることを期待 して いる、 または、すべ きであ る 一―一-2
☆集 中治療 医学 とは重症患者管理学 、重症病態学であ る

☆救急 医学 とは別、救急 医学 はprimary care medicineで あ り集中治療 医学 は

advanced care medicine‐ ご
`ち

る T―
―――~~~~~― ―――――― ( 6)

c.成 立 しない ――――――――――――――――――――――――――――――‐――――――――――――- 2

☆治療法の開発 は学問で はない

d.解
答

が ま と ま
ら

な い
、 模 索 中

―

一 一 一 一 一

―

・
― 一 一 ― 一

― ―

―

-2

8.収 容患者 の治療方針 の決定 についての各科 との関係について

①集中治療部医師がすべての決定を行 う ―-2施 設 (満 足 2)
②受持科医師がすべて決定 一―一―一一――-3  (不 満  2)
③特定 の科 のみ受持科医師が決定 ――一――-6  (不 満だが人員不足でやむな し 3)
④ すべて相談で決定 一―一一――一一一――-14  (満 足 11)

☆互いの信頼関係が大切である

☆互いの関係がよい科が患者を送 って くる

☆心臓外科 な どは独 自の施設を作ろうとしている

9.研 究面 に つ いて

過 去一 年 間 の誌 上 発 表 論文 数 研究費 は十分 か ?

0-4糸扁   5-9   10-19   20-29   30-

8施 設   7   6   2   2
不 十分  十分   ない  無 回答

16施 設   3   2   6

文責 大阪大学  妙中信之 、名古屋大学 武澤 純

(東 北大学  松川 周先生 、広島大学 大谷美奈子先生 に ご協 力をいただ きま した )
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ア ン ケ ー トの Summaryと 問 題 点

ア ンケー ト回 収 率 は、 集 中 治 療 部 が な い との 理 由 で 未 記 入 の ま ま ア ンケ ー トそ

の もの が帰 って きた 施 設 が 1つ あ った の を 除 く と、 100%(27/27)で あ

つ
　
　
こ

た。 また、 内容 も熱心 なコメ ン トが書 かれた ものが多 く、 関心 が きわめて高 い

とが 感 じ られ た。 ご協 力 を い た だ い た 方 々 に は深 く感 謝 した い。

集 計 結 果 の 全 体 を 見 渡 す と数 の 上 で 矛 盾 が生 ず る と こ ろ が あ る が、 質 問 の 内 容

が 十 分 に は 明 確 で な く解 釈 が 記 入 者 ご と に異 な って しま った 部 分 が あ るの が 一 因

で あ る。 特 に数 に関 す る部 分 で は、 集 計 者 の独 断 的 判 断 を な るべ く排 除 した 形 で

数 値 そ の もの を集 計 す る よ う努 力 した。 以 下 に集 計 者 の「 考 察 」 を述 べ る。

ベ ッ ド数 は 4～ 6床 の と こ ろ が 大 部 分 で 、 病 院 全 体 の 1%を 越 え る ベ ッ ドを 持

つ の は 1施 設 の み で あ った。 看 護 婦 数 は 16～ 20名 の 施 設 が 多 い が、 26名 以

上 の看 護 婦 を 持 つ 6施 設 はす べ て 救 急 部 と合 同 運 営 して い る と こ ろ で あ った。

患 者 の 内 訳 は、 「 救 急 」患 者 を 扱 わ な い施 設 が 5、  19%未 満 で あ る と こ ろ が

14、  2o～ 50%で あ る施 設 が 8施 設 あ った。 内 科 系 患 者 よ り外 科 系 患 者 を 収

容 す る施 設 が 大 部 分 で あ った。 (設 間 1)

専 従 医数 は 3名 以 下 で あ る施 設 が 11あ った。 7名 以 上 で あ る施 設 が 7つ あ り、

大 学 に よ って 人 員 に 関 す る事 情 は異 な る よ うで あ った。 た だ し、 こ の部 分 の 質 問

の 仕 方 が悪 か った た め か、 「 専 従 医 」 の 項 に記 載 され た 人 数 は真 に集 中 治 療 部 に

専 従 して い る もの の み で な く、 麻 酔 科 と兼 務 で あ る者 を も含 め た 人 数 が 記 載 され

て い る と考 え られ る施 設 が あ った。 そ れ は、 次 項 に述 べ られ た「 実 務 責 任 者 で 麻

酔 業 務 も行 って い る もの
ダ lメ 名 あ る」 こ とか ら も明 か で あ る。 ま た、 「 集 中 治

療 部 は麻 酔 科 の 一 部 で ス タ ッフ は共 通 」 とす る施 設 も多 い。 した が って、 こ こ に

記 載 され て い る人 数 は麻 酔 科 ス タ ッフ を も含 め た もの と な って い る施 設 が か な り

あ り、 実 際 の専 従 者 は も っ と少 な い と考 え られ る。 (設 問 2)

実 務 現

か ら 50

も多 く、

場 責 任 者 は昭 和 49年 以 前 の卒 業 者 が 16名 で、 そ の年 齢 は 42～ 3歳

歳 以 上 で あ る。 この 人 た ち の 一 カ 月 の 当 直 回 数 は 4～ 6回 との 回 答 が 最

集 中治 療部 は人 数 が少 な く、 激 務 で もあ る こ とが 裏 づ け られ て い る。 実

務 現 場 責任 者 の半 数 が麻 酔業 務 も兼 ね て行 って い る こ とは前 述 した通 りで あ る。

過 去 の実 務 現 場 責 任 者 の行 き先 は麻 酔 科 関 係 が ほ とん どで あ った が、 麻 酔 科 と

集 中 治 療 部 が 共 同運 営 に な って い る施 設 が 多 い こ とが そ の 一 因 で あ ろ う。 集 中 治

療 部 実 務 現 場 責 任 者 が 今 後 の 身 の 振 り方 を考 え る な ら、 麻 酔 科 領 域 が 第 一 と な る

の が 現 状 の よ うで あ る。 しか し、 集 中 治 療 部 の 将 来 を考 え る な ら、 集 中 治 療 に 従
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事 す る 専 門 医 と して そ の ま ま 昇 格 した り就 職 した り で き る ポ ジ シ ョ ン が 確 保 さ れ

る の が 理 想 で あ る と考 え る。 (設 問 3)

「 集 中 治 療 部 は麻 酔 科 の 一 部 で ス タ ッ フ は共 通 で あ る」 と した 施 設 が 12、

「 一 応 独 立 して い るが ス タ ッフ の 交 流 ま た は支 援 が あ る」 施 設 が 11あ り、 明 確

に独 立 した 集 中 治 療 部 は 2施 設 しか な か った。 前 間 と共 通 の 部 分 が あ るが、 現 時

点 に お いて は い ろ ん な 意 味 に お ぃ て 麻 酔 科 と切 り離 して 考 え る こ と の で き る集 中

治 療 部 は きわ め て 限 られ た施 設 の み で あ る とい え る。 (設 問 5)

救 急 部 と合 同 運 営 して い る施 設 が 19あ った。 医 師 ・ 看 護 婦 な どの 人 員 面 、 設

備 や 医 療 機 器 の 効 率 的 利 用 の面 か らそ うな って い る の が 現 状 で あ る と考 え られ る

が、「 そ の 方 が 効 率 的 で あ る」 とす る意 見 を持 つ もの が 多 か った。 「 分 離 す べ き

で あ る」 と の意 見 もあ る が、 そ の 理 由 に は「 救 急 医 学 と集 中 治 療 医 学 は本 質 的 に

違 う もの だ 」 と い う もの が多 か った。 (設 問 6)

こ こ まで み て 来 る と、 大 学 の 置 か れ た 状 況 や 背 景 が 施 設 に よ り大 き く異 な って

お り、 集 中 治 療 部 は そ れ に応 じた 形 で さ ま ざま な運 営 の され 方 を して お り、 全 体

と して 画 一 化 した もの と して み る こ と に は無 理 が あ る よ う に思 わ れ る。 した が っ

て 、 画 一 化 した「 要 求 」 な どを生 み 出 す の に も困 難 が 伴 うか も しれ な ぃ。

「 集 中治 療 医 学 が 救 急 医学 と は別 の学 問 体 系 と して 成 立 す る」 、 ま た は「 そ れ

を 期 待 して い る」 とす る もの が 回 答 の あ った もの の 中 で は 多 くを 占 め た が、 「 成

立 しな い」 とす る もの もあ り、 「 治 療 法 の 開 発 は学 問 で は な い」 とす る意 見 もあ

った。 集 中 治 療 医 学 が 独 自の学 問 体 系 の ひ とっ と して 存 在 し得 る な らば、 これ を

大 き な しっか り した もの に育 て あ げ て 行 く価 値 が あ る し、 ま た、 そ う しな け れ ば

な らな い と考 え る。 (設 問 7)

収 容 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定 に つ い て は 25施 設 か ら回 答 が あ った。 「 受 持 科 が

方 針 の決 定 権 を 多 少 な り と も持 って い る」 施 設 が 9施 設 あ り、 これ に、 「 相 談 の

上 決 定 して は い るが 不 満 が残 る」 と した 3施 設 を 合 わ せ る と 12施 設 とな り、 半

数 が 患 者 の 治 療 方 針 決 定 に関 して 集 中 治 療 部 の 自主 性 や独 自性 に つ い て不 満 を 持

って い る こ と に な る。 そ の よ うな こ と に な る理 由 の ひ とつ は、 「 人 員 が 少 な くイ

ニ シ ア チ プ を と り得 な い 」 こ と に あ る。 「 信 頼 関 係 が大 切 で あ る」「 信 頼 して く

れ る科 が患 者 を 送 って 来 る」 と い うよ うな 記 載 もみ られ た が、 「 信 頼 を得 る」 こ

と は塞 申治 療 部 の存 亡 に関 わ る大 事 で あ る と考 え る。 後 に述 べ る「 集 中 治 療 部 ス

タ ッフ を育 成 す る上 の 問 題 点 」 と深 く関 わ って く る こ とで もあ る。 (設 間 8)
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ち 、 「 ス タ ッ フ が 少 な い → イ ニ シ ア チ プ が とれ な い が で き な

発 表 論 文 数 は施 設 に よ りず い ぶ ん 差 が 認 め られ た。 「 研 究 費 が 少 な い 」 と答 え

た もの が 多 か った。 「 研 究 を して い る余 裕 は な い 」 とす る回 答 もあ った。 す な わ

か な りあ る こ とが 問 題 で あ る。 一 方 で、 論 文 が 多 く出 る よ うな と こ ろ は ス タ ッ フ

の 数 も多 く、 研 究 費 も十 分 あ る との 回 答 が み られ た。

集 中 治 療 部 ス タ ッフ育 成 に関 す る 点 に は多 くの施 設 か ら熱 心 な コ メ ン トが

得 られ た。 「 麻 酔 科 の業 務 が 忙 し く ICUま で 手 が ま わ らな い」「 過 労 働 に な る

の で 集 ま らな い し、 長 続 き しな い 」「 人 員 が少 な く診 療 上 の イ ニ シア チ プ が とれ

な い の で仕 事 に魅 力 が な い」 な ど、 人 員 が 少 な い こ と に関 連 した 意 見 が 多 くみ ら

れ た。 「 定 員 増 」 は 今 後 と も要 茎 生続 け て 行 か な け れ ば な らな い点 で あ る。

しか し、 「 人 事 が 麻 酔 科 と交 錯 して 長 期 間 ICUに と ど ま れ な い 」「 人 事 権 が

な い 」 な ど と い う意 見 もあ る。 これ らを逆 に解 釈 す る と「 麻 酔 科 の 協 力 が あ れ ば

ICUに と ど ま れ る」 と と る こ と もで き る。 「 麻 酔 。手 術 部 ・救 急 部 と合 同 運 営

して い るの で 人 員 に 問 題 はな い 」 とい う回 答 もあ った。 「 定 員 増 」 は 限 りな く時

間 が か か る こ とで あ る。 こ こ ま で 調 べ て、 集 中 治 療 部 運 営 の 実 態 は、 大 学 ご と に

さ ま ざ ま な 背 景 が あ るた め に大 学 ご と に大 き く異 な って い る こ とが わ か った。 当

面 、 人 員 に関 す る問 題 点 を解 決 す るた め に は、 そ の 施 設 に即 した 最 大 限 の 努 力 を

自 らが 行 って い くこ とが 重 要 で あ る と考 え る。 麻 酔 科 と と もに運 営 され て い る集

中治療部で は、 なん とか麻酔科 に協力 していただいて「 が まん して集 中治療部 を

育 てて もらう」 こと もひ とつの方法であ るといえ る。

「 専 門 医 と して の 地 位 が 確 立 して い な い | 「 主 治 医 との関 係 が た いへ ん 」「 研

究 室 が ない」「 関連 病 院 の中 に集 中治 療 専 門 医 と して の受 け皿 (就 職 先 )が な い」

な ど も大 きな 問題 点 で あ る。 最 も大 切 な こ とは、 専 門 医 と して の真 の実 力 を持 っ

た者 を多 く育 成 して 初 め て実 質 的 な地 位 が 固 ま るの だ とい う点 だ と考 え る。 「 悪

循 環 」 を断 ち切 るた め の努 力 が必 要 で あ る。 (設 問 4)

今 回 の ア ンケ ー トで わ か った こ とを ま とめ る と次 の ご と くとな る。

① ア ンケー ト回収 率 は 100%で あ り、 関心 が高 か った         ′

② 病 院 全体 の 1%を 越 え るベ ッ ドを持 つ の は 1施 設 の み で あ った

③ 集 中治療 部 実 務 現 場 責 任者 は月 に 4～ 6回 の当 直 を行 って い る

④ 実 務 現場 責 任 者 の半 数 は麻 酔 業 務 も兼 ね て行 って い る

⑤ 過 去 の実 務 現 場 責 任 者 の行 き先 は麻 酔 科 関係 が ほ とん どで あ った

⑥ 麻 酔 科 と完 全 に切 り離 す こ との で き る集 中治 療 部 は現 時 点 で は非 常 に少 な い

⑦ 救 急 部 との合 同運 営 を して い る施 設 が 19施 設 あ った

い→ や りが いがない→ 人が集 ま らない」 といった悪循環がい れてい る施設 が
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⑧ 大 学 の置 か れ た 状 況 や 背 景 が 施 設 に よ り大 き く異 な り、 集 中治 療 部 は そ れ に 応

じた 形 で さ ま ざ ま な 運 営 の され 方 を して い る

⑨ 集 中 治 療 医 学 は独 自 の 学 問 体 系 と して 成 立 す る と考 え る もの が 多 い が、 無 理 だ   ・

とす る意 見 もあ った

⑩ 診 療 上 の イ ニ シア チ プ が とれ て い な い施 設 が 約 半 数 あ り、 そ れ が 不 満 や ス タ ッ

フ を 集 め られ な い理 由 の ひ とつ とな って い る

⑪ ス タ ッフ が 少 な い こ とを中 J己 とヽ した「 悪 循 環 」 が 形 成 され て い る

⑫ ス タ ッフ育 成 に つ い て の問 題 点 に関 す る コ メ ン トが 多 くの 施 設 か ら集 ま っ た

⑬ 専 門 医 と して の地 位 が 確 立 して い な い とす る意 見 が あ った

⑭ 研 究 費 が 少 な い。 ま た、 研 究 室 が な い との不 満 もみ られ た     '

これ を集 中 治 療 部 が 抱 え る問 題 点 と して ま と め る と次 の ご と くで あ る と考 え る。

A.ス タ ッフ が 少 な い こ とに ど う対 処 して い くか  ´

B.集 申治 療 部 の診 療 上 の 自主 性 ゃ独 自性 を ど う して 確 保 して い くか

C.集 中治 療 を志 す もの の「 就 職 先 」 を どの よ うに確 保 す るか

D。 麻 酔 科 との 関 係 を ど の よ うに発 展 させ て い くか

E。 救 急 部 との 関 係 は ど うか

F.集 中治 療 専 門 医 と しての地 位 を確 立・ 確保 す る に は いか にす べ きか

G.集 空治 療 医学 を発 展 させ るた めの研 究 はいか に行 うべ きか

以 上、 ア ンケ ー ト集 計 結 果 に集 計者 の考 察 を加 え て報 告 す る。 協 議 会 で の議 論

の参 考 とな れ ば幸 いで あ る。

大 阪 大 学  妙 中信 之 、 名 古 屋 大 学  武 澤  純

(東 北 大 学  松 川  周 先 生、 広 島 大 学  大 谷 美 奈 子
‐  先 生 に も ご意 見 を い た だ い た )
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